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　本会では、株式会社ヨークベニマル様と
「フードドライブの食料品の有効活用に関
する覚書」を締結し、お店がお客さんから
集めた食料品を、支援が必要な方のために
利用させていただくこととなりました。
　募集する食料品は、未開封で賞味期限が
１ヵ月以上あり、常温保存できるものとな
ります。
　なお、本会では、特定非営利活動法人ふ
うどばんく東北ＡＧＡＩＮ様とも覚書を締
結しています。
　みなさんのご協力で広がる「食」の支援
の輪に感謝いたします。

　企業等が食料品を直接、福祉団体や施設、
こども食堂等に寄付するフードバンクに対し、
家庭などで余っている食料品を集めて、それ
を寄付する活動を「フードドライブ」といい
ます。

フードドライブって何!?

回収ボックスはヨークベニマル中新田店のサービス
カウンター前に設置してあります

加美町中新田B＆Ｇ海洋センター様から「海ごみゼ
ロフェスティバル」の参加者から提供いただいた食
品を届けていただきました！



お答えします!!
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　社会福祉協議会（略して「社協＝しゃきょう」）は住民の皆さんを会員とし、社会福祉のために活
動する、社会福祉法人格をもった民間の福祉団体です。

　豊かな地域社会づくりをめざし、住民主体を規範とし地域福祉活動、ボランティア活動の推進な
どを行っています。
　また、介護保険等の指定事業者として、訪問介護（ホームヘルプサービス）や通所介護（デイサー
ビス）、居宅介護支援（ケアプランの作成）、障害福祉サービス（生活介護、就労継続支援、相談支援等）
といった、住民の皆さんに対して直接的なサービスも行っています。

社協って、なに？社協って、なに？社協って、なに？社協って、なに？

活動は？活動は？

　社協の財源の基本は、町民のみなさんから寄せられた会費や寄付金、共同募金の配分金です。こ
うした財源は、社協が民間組織として、活気ある運営と事業の推進を図るためには欠かすことので
きないものです。
　また、社協は町民の福祉を目的とした公共性のある団体でもあるため、人件費や公益的な事業に
は町の補助金や委託金が充てられています。

財源は？財源は？

　住民の参加を基本とし、社会福祉関係者をはじめとする幅広い分野の関係者に支えられています。
組織は？組織は？

会員（一般会員・特別会員・賛助会員）

地区推進員（行政区長）

執行機関（理事会）
会長　１名、副会長　２名
理事　10名～13名

加美町社協・本部 事務局長

総務班 地域福祉班
（ボランティアセンター）

在宅福祉班

ヘルプサービス事業所、デイサービス事業所、
障害福祉サービス事業所、居宅介護支援事業所

小野田福祉サービスセンター
宮崎福祉サービスセンター
（ボランティアサブセンター）

監査機関（監事会）
監事　３名

議決機関（評議員会）
評議員　17名～20名

言わ
れて

みれ
ば…

　社協では町民の皆様からの会費等の財源をもとに、地域に密着した各種福祉事業の推進に取り組
んでおります。つきましては、今年も町民の皆様のご協力を賜りますよう、何卒お願いいたします。

加美町社会福祉協議会 会費納入のお願い
～町民の皆様の善意が、貴重な財源になります！～

加美町社会福祉協議会会員　年会費
一般会費　１世帯　1,000円〔町内各世帯〕
賛助会費　１口　　3,000円〔企業・法人及び個人〕
特別会費　１口　 10,000円〔企業・法人及び個人〕
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▲配食サービス ▲介護予防シニア元気塾 ▲やくらいアットハウス

令和５年度事業報告

令和５年度決算報告

社協会員 ◎一般会員6,915世帯　◎賛助会員85口　◎特別会員117口

◆社協だよりの発行（年４回）
◆第３回福祉のつどいの開催
◆配食サービス　利用者数　　 　108名
　　　　　　　配 食 数　12,637食
◆生活支援体制整備事業
地域における支え合い・助け合いを推進するために
生活支援コーディネーター業務を委託し、各種活動
等を行いました。
•加美町生活支援体制整備事業協議体の運営支援
•一人暮らし高齢者訪問事業（451世帯訪問）
•情報の見える化（情報誌年４回発行）、他
◆除雪みまもりネット事業
行政区内の要援護者世帯（一人暮らし・二人暮らし
高齢者世帯・障害者世帯）の除雪を近隣住民による
助け合いで取り組む行政区に対し、助成金を交付し
ました。　　実施行政区　　　　　38行政区
　　　　　　支援を受けた世帯　156世帯
◆日常生活自立支援事業（まもりーぶ）
高齢者や障害をお持ちの方の金銭管理や福祉サービ
スの利用援助を行いました。
　　　利用者　10名　　支援回数　232回
◆資金貸付事業（生活福祉資金、生活安定資金）

◆介護予防シニア元気塾
介護予防の推進を目的に、行政区で行う事業（主に
ミニデイサービス）等に出向き、レクリエーション
等を実施しました。
◆家族介護者交流事業
自宅で要介護２以上の方を介護されている方々のリ
フレッシュ事業を行いました。
◆金婚を祝う会
　記念品を贈呈し、金婚をお祝いしました。（24組47名）
◆ボランティア活動の推進
•福祉教育協力校等の指定
町内小・中学校10校、幼稚園・保育所・こども園６園
•福祉作文・ポスターコンクール
•福祉教育（福祉体験学習）

•中新田ヘルパーステーション　　　利用者数　70名
•中新田デイサービスセンター　　　利用者数　65名
•小野田西部デイサービスセンター　利用者数　45名
•宮崎デイサービスセンター　　　　利用者数　77名
•加美町社協ケアサポートセンター　利用者数　379名
•クローバーハウス　　　　　　　　利用者数　19名
•やくらいアットハウス　　　　　　利用者数　　9名
•加美町相談支援事業所カミング　　利用者数　63名
•中新田地域活動支援センター（あおぞら）　利用者数　　7名

在宅福祉事業

地域福祉事業

経常経費
補助金収入
54,458,697円
(12.0%)

会費収入　8,188,302円 (1.8%) 寄付金収入
1,501,632円 
(0.3%)

受託金収入
22,398,868円
(4.9%)

事務費支出
18,896,062円(4.5%)

共同募金配分金事業費
4,758,926円(1.1%) その他の支出

24,074,059円 (5.8%)

  その他の収入
39,940,274円
　　(8.8%)

前期末支払資金残高
33,564,578円
(7.4%)　　　 

収入合計
4億5,536万7,022円

介護保険事業収入
235,490,123円
(51.7%)

障害福祉
サービス収入
59,824,548円 
(13.1%)

人件費支出
310,540,623円
(74.7%)

事業費支出
57,692,580円
(13.9%) 支出合計

4億1,596万2,250円

当期末支払
資金残高
（繰越金）
39,404,772円
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　日常生活の困りごと等について、お気軽にご相
談ください。相談を希望される方は、開設日に直
接会場へお越しください。（予約不要）
★日時：８月22日㈭　午前10時～正午
★場所：中新田公民館・相談室

生活相談所開設

　弁護士による無料の法律相談を実施しますの
で、この機会にぜひお申し込みください。

（※完全予約制）
★日　　時：９月12日㈭
　　　　　　午後１時～５時
★場　　所：中新田福祉センター
★申　　込：各地区社協事務局
★受付期間：８月１日㈭～ 30日㈮

弁護士による法律相談
•「ボランティア体験塾」（7/22～8/22実施）
•「災害ボランティア事前登録者」の募集について
•金婚を祝う会（申込締切8/30まで）
※詳しくはホームページのお知らせをご覧ください。

お知らせ

この広報紙は、共同募金の配分金により発行しています。

温かい善意ありがとうございます
寄　付　金

（令和６年４月１日～６月30日）

物 品 寄 付

★匿名　様（クローバーハウスへ）··· 30,000円
★中新田ハリストス正教会　様 ······· 20,000円

発行：社会福祉法人 加美町社会福祉協議会　　　　　　　　　　　　　　宮城県加美郡加美町字町裏320番地
電話：0229（63）2547　FAX：0229（63）2898　URL：http://www.shakyo.or.jp/hp/288/

小野田福祉サービスセンター　加美町字中原南112番地　　　　電話：0229（67）7177
宮崎福祉サービスセンター　　加美町宮崎字屋敷七番45番地1　電話：0229（68）2105

★加美町遺族会　様 ············ ハガキ、郵便切手
★匿　　名　　様 ··························· タオル６枚
　（小野田西部デイサービスセンターへ）

★匿　　名　　様 ······························· 手ぬぐい

～ 宮崎地区で住民福祉座談会を開催 ～
　６月22日㈯に宮崎生涯学習センターを会場に「宮
崎地区住民福祉座談会」を開催したところ、地区の
行政区長さんや民生委員さんなど、約30名の住民
の皆様にお越しいただきました。
　意見交換において寄せられた貴重なご意見は、今
後の事業活動をする上での参考とさせていただきま
す。
　ご参加いただいた住民の皆様、本当にありがとう
ございました。

【主なご意見等】
•もっと多くの方々に参加してもらうよう区長
の協力を求めるなど、周知の仕方を工夫して
もらいたい
•一人暮らし高齢者だけでなく、介護等の必要
な人がいる二人暮らし高齢者についても訪問
事業を実施してはどうか
•買い物支援事業の一環として、ミニデイ等を
実施する行政区に対し、バスなどの自動車の
貸出をしてもらえないか




